














































































図書 35万点 50万点 5万点 90万点 
古典籍 7万点 2万点 - 9万点 
雑誌 0.9万点 73万点 50万点 123.5万点 
博士論文 1.5万点 12万点 0.5万点 14万点 
その他 5万点 - 5万点 10万点 





















































































































































































 ※本名が一般周知されていれば死後50年  





 アメリカ、イギリス、フランス⇒3794日 レバノン⇒4413日等 
・写真：1956年以前までの公表分は著作権消滅 













































































































































































































































































































序文 本文 挿絵 題字 編集 













  著作者の表示がある箇所‥ 
    表紙、標題紙、奥付、目次、序文、跋文、本文中の挿絵 
 
・著作者は誰か？ 
  個人？団体？ 
  実名？変名？無名？ 















































































   著作者≠著作権者（著作権の所有者） 












  資料の奥付や、『著作権台帳』、『人事興信録』、 
  『日本紳士録』、新聞DB（訃報記事）など 
  
  ⇒当時の住所しかわからない 











  ・著作者の出身地の地方自治体 
  ・著作者の所属していた機関（勤務先など） 
  ・著作者の出版物を出版したことがある出版社 
  ・著作者と同一分野の学会・研究者 













   ※管理委託の楽曲を検索⇒http://www2.jasrac.or.jp/eJwid/ 
・公益社団法人日本文藝家協会 
   ※委託者一覧⇒http://www.bungeika.or.jp/wlistframe.html 
・公益社団法人日本複製権センター（JRRC） 
※管理著作物の検索 ⇒http://www.jrrc.or.jp/kensaku/search/freeword  
 
参考：著作権等管理事業者一覧（文化庁HP） 








  https://openinq.dl.ndl.go.jp/search 
・一般社団法人映像コンテンツ権利処理機構（aRma） 


























































































































参考：  国立国会図書館デジタルコレクションでの 
































  （「人名辞典」「人事興信録」「著作権台帳」「○○名鑑」等の名簿、 
  名鑑類の調査（少なくとも1冊以上））  
 
(B)広くウェブサイトの情報を検索する機能を有するウェブサイトでの 


















































  ・内容又は体様：書誌情報、著作者の役割（序、画等） 
④著作物の利用方法 
  ・サーバに送信可能な状態で複製 










  「電子書籍の平均単価」×「著作権使用料率」× 


















参考：   国立国会図書館の過去の裁定申請 
    グループ① グループ② グループ③ 
裁定有効期間 2005/4/18-2010/4/17（5年） 2006/1/23-2011/1/22（5年） 2012/5/1-2017/4/30（5年） 
  人数 229名 38,572名 34,921名 
  著作物 539件 72,044件 59,661件 
  補償金額 23,489円 3,671,779円 4,760,861円 
再裁定有効期間 2010/4/18-2015/4/17（5年） 2011/1/23-2016/1/22（5年） 
2016年度再裁定申請予定 
  人数 131名 37,113名 
  著作物 309件 67,194件 





  人数 10名 26,899名 
  著作物 60件 43,814件 

































 表現を含む資料がある可能性もあり ますが、その資料が成立 
 した時代を表す歴史的資料として、ご理解・ご留意の上でご利用 
 くださいますようお願いいたします。」 







   みだりに写真に写されたりしない権利 


































































































  公的機関は権利者が現れた場合の支払でOKが適当 
  
・第三者による裁定著作物の利用 
  現行：誰かが裁定を受けた著作物を 
      他の人が使うときは、再度調査して裁定を受ける 

























































































  ①保護期間延長 
   ②非親告罪化 








   
①保護期間延長 
 
   原則死後70年 




























    10年以下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金、 
    またはその両方 
    法人の場合は3億円以下の罰金 

















































































・機関リポジトリと著作権 Q&A （黒澤 節男） 
http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00023065  
 
・博士論文と著作権 第3版（東京大学） 
http://www.c.u-tokyo.ac.jp/graduate/01_thesesandcopyrights.pdf 
 
・博士論文のインターネット公表化に関する現況と課題 
（機関リポジトリ推進委員会コンテンツワーキングループ ） 
http://id.nii.ac.jp/1280/00000131/ 
 
・学位論文（博士）のデジタル化実施に係る著作権処理について 
（国立国会図書館） 
http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/digitization/theses.html 
 
・著作権及び著作権譲渡契約（機関リポジトリ推進委員会） 
https://ir-suishin.repo.nii.ac.jp/?page_id=25#_href_42 
イベント等＞H26 機関リポジトリ新任担当者研修＞東日本会場 
イベント等＞H26 機関リポジトリ新任担当者研修＞西日本会場 
 
